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決算の概要令和２年度
　令和２年度の決算状況や基金、市債の状況をお知らせします。なお、これらの決算は、令和３年９月定例議会
において認定されました。
　一般会計の歳入決算額は 313億 7,567 万円、歳出決算額は 301億 8,782 万円となり、歳入歳出差引額は 11
億 8,785 万円となりました。そのうちの翌年度へ繰り越すべき財源は２億 1,266 万円となり、実質収支額は９
億 7,519 万円となりました。

市税……………市民税、固定資産税などの税金
地方譲与税等…国や県が市の代わりに集めた税金などが
　　　　　　　一定の基準により配分されたお金
地方交付税……財源不足を補うために国からもらうお金
国県支出金……国や県に必要だと認められた事業に対　
　　　　　　　して、国や県からもらうお金
市債……………施設を造るときなどに借りるお金
その他…………施設の使用料など上記以外のもの
自主財源………地方公共団体が自主的に収入できる財　
　　　　　　　源（市税、使用料など）
依存財源………国や県などの意思決定により収入される
　　　　　　　財源（地方交付税、国県支出金など）

国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」にお
いて、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計を支援す
るため、1人につき10万円を支給しました。

歳入

令和２年度会計別決算
■一般会計・特別会計

■令和２年度の主な事業

特別定額給付金事業（総務費）

■企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金並びに消費税及び地方消費税資本的収支調整額等で補てんしました。
※下水道事業会計については、平成３１年４月より地方公営企業法の一部適用（財務適用）をしています。

一般会計・・・行政における基本的な事業の会計（福祉、教育、道路整備など）
特別会計・・・一般会計と区別して設置すべきとされている事業の会計
　　　　　（国民健康保険、介護保険など）
企業会計・・・民間企業と同様の方法で経理する事業の会計（水道事業、下水道事業）

会計名

会計名

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

62億8,993万円

中学３年生までの医療費無償化、中学校卒業後から
18歳年度末までの入院費は全額、通院費は3分の2
を助成しました。

佐屋プールを解体し、佐屋中央公園をリニュ
ーアルしました。

小中学校の校内通信ネットワークおよび児童生
徒向けに1人１台の学習用端末を整備しました。

子ども医療費助成事業（民生費）

障害者が自立した日常生活・社会生活を営むことがで
きるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付を実施
しました。

障害者総合支援事業（民生費）

2億418万円

佐屋総合運動場整備工事（教育費）

小中学校GIGAスクール事業（教育費）

1億8,534万円

4億7,525万円

14億8,452万円

一般会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額 歳入決算額対
前年度比増減率

歳出決算額対
前年度比増減率

特別会計

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）
後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

介護保険特別会計
（サービス事業勘定）

合計

31,375,671
13,111,156

6,362,948

116,704

1,018,588

5,594,520

18,396

44,486,827

30,187,819
12,681,960

6,261,557

109,411

990,492

5,302,104

18,396

42,869,779

1,187,852
429,196

101,391

7,293

28,096

292,416

0

1,617,048

35.6
△2.8

△9.0

△6.1

12.1

2.7

4.3

21.5

35.8
△2.6

△7.3

△1.6

9.6

1.3

4.3

21.6

収益的収支 資本的収支
収入 支出 収入 支出
492,897
(4.1)

1,961,791
(2.3)

476,223
(△0.5)

1,770,832
(0.7)

61,860
(16.4)

1,551,143
(△10.9)

179,464
(8.2)

2,000,475
(8.8)

水道事業会計
（対前年度増減率）
下水道事業会計

（対前年度増減率）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）

歳入決算額 ３１３億７,５６７万円
歳出決算額 301億8,782万円

歳出

市税
77.5億円

地方譲与税等
18.4億円

地方交付税
52.1億円

国県支出金
121.2億円

その他
29.2億円

自主財源
34.0%

 依存財源
66.0%

市債
15.4億円

総務費
（新型コロナウイルス
感染症対策、
税金の賦課徴収、
戸籍や住民登録、
防犯、防災など）
104.9億円

人件費
（委員への報酬や
職員給与など）
37.9億円

物件費
（委託料や手数料などの
消費的経費）
37.2億円

扶助費
（社会保障制度として、
児童や高齢者などへの
支援に要した経費）
56.0億円

補助費等
（団体への補助などに
要した経費）
89.3億円

公債費
（市債の返還に要した経費）
21.5億円

民生費
（障害者、高齢者、
児童などの福祉、
保育園など）
90.9億円

衛生費
（ごみ処理や保健など）
17.2億円

土木費
（道路整備など）
10.8億円

教育費
（小中学校や公民館など）
31.3億円

公債費
（市債（借りたお金）を
返したお金）
21.5億円

普通建設事業費
（庁舎建設や道路整備など
建設事業に要した経費）
24.1億円

その他
（議会や消防など）
25.3億円

繰出金
（他の会計へ
支出した経費）
21.4億円

その他
（維持補修費など）
14.5億円

財政課　☎（55）7132
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